
平成２９年度事業報告 

 

あゆみの家デイサービスセンター 
通常規模型事業所 

 

平成２５年４月８日に「体活」「心活」「脳活」をモットーに運動に特化した

デイサービスを目指しあゆみの家デイサービスセンターを開設して５年が経過

致しました。 
平成２９年４月より玉名市による日常生活支援総合事業が開始となり、利用

者の約半数が事業対象の利用者として利用されています。当初は現行の利用者

との単価の差を考慮し基準緩和型に移行された方は短時間の利用にしておりま

したが、利用者、家族からの要望もあり現在は通常利用に変更しております。

結果、利用者からは基準緩和に移行しても心配なく利用ができるとの声や外部

の居宅支援事業所からも定期的な紹介から新規利用者の契約に繋がっておりま

す。 
今後は新規や更新での基準緩和対象の利用者がデイサービスの利用ではなく

行政が主体のなるサービスを利用する形が多くなってきます。平成３０年度は

従来のサービスに加え地域や行政との関わりをより深く持ち制度の変化にも柔

軟に対応していく必要があります。その中で玉名市の依頼により通いの場事業

として週に一回川床公民館への訪問活動を行っており今後も活動の幅を広げて

行き地域活動を通して窓口となりサービスに繋げていく事が重要になってくる

と考えます。 
今後もあゆみの家デイサービスセンターが在宅の拠点施設として地域に密着

し、各事業所の協力を得ながら、利用者、ご家族が健康で元気に住み慣れた家

で在宅生活が送れる事を目標に職員一同更なる努力をしてまいります。 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 


